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はじめに
妊娠満期の超音波検査における羊水輝度上昇は胎脂
によるものとされてきたが１），２），中には羊水混濁３），４）
や出血の症例もあり様々な議論がなされている．しか
し確立した対応方法はなく，発見時に悩むことがあ
る．また超音波装置の精度も向上しており，以前より
も羊水輝度が鮮明に観察されるようになった．そのた
め今回妊娠満期において羊水輝度上昇を観察し，羊水
混濁との関連や分娩に与える影響について検討した．
対象および方法
症例は２００９年１０月から２０１０年１０月に当院で妊娠管理
及び分娩した，双胎妊娠及び死産を除く妊娠満期の８３７
例を対象とした．母体要因として喫煙，飲酒，BMI（妊
娠前・分娩前），年齢，体重増加，初経産，早産につ
いて，胎児要因として破水時の羊水混濁の有無，出生
体重，分娩日数，アプガースコア１分値・５分値，出
血量，アシドーシスの有無，男女差，緊急帝王切開率
について t検定及び x２検定を用い，p＜０．０５のものを
有意差ありとして検討した．
なお羊水輝度の上昇とは臍帯静脈と比較し，臍帯静
脈の方が輝度が低いものを輝度上昇なし（図１），同
程度の輝度のものを輝度上昇同程度（図２），輝度が
高いものを輝度上昇（図３）とした．
原著 羊水輝度上昇は異常所見か
柴田 真紀 別宮 史朗 河北 貴子 米谷 直人
牛越賢治郎 名護 可容 猪野 博保
徳島赤十字病院 産婦人科
要 旨
妊娠満期の超音波検査における羊水輝度上昇は胎脂によるものとされてきたが，中には羊水混濁や出血の症例もあ
る．しかし確立した対応方法はなく，発見時に悩むことがある．今回妊娠満期において羊水輝度上昇が妊娠経過及び分
娩に与える影響を検討した．
症例は２００９年１０月から２０１０年１０月に当院で妊娠管理及び分娩した妊娠満期の８３７例について検討した．
羊水輝度上昇を認めたものは３４例（４％）であり，その内実際に羊水混濁が見られたものは１例，輝度上昇がなく羊
水混濁が見られたものは６４例あり，輝度上昇の有無での羊水混濁には有意な差は認めなかった．母体要因や分娩転帰に
も有意な差は認めなかった．また羊水輝度上昇が認められてから，８２％が一週間以内に分娩となっていた．
妊娠満期においては，羊水輝度上昇と羊水混濁には関連は認めず分娩転帰にも影響を与えなかった．また羊水輝度上
昇は分娩徴候を示唆している可能性も考えられた．
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図１ 輝度上昇なし
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結 果
羊水輝度上昇がみられたものは８３４例中３４例で全体
の約４％であった．
母体要因では羊水輝度上昇に有意に影響したものは
見られなかった（表１）．
胎児要因では，輝度上昇が認められ，実際に羊水混
濁が見られたものは１例，輝度上昇はなく破水時の羊
水混濁が見られたものは６４例あり，有意な差はなかっ
た．アプガースコアや臍帯血ガス分析によるアシドー
シスの有無，緊急帝王切開率にも有意な差はなかった
（表２）．
分娩日数は輝度上昇が見られないものの方が有意に
早く，出生体重も軽かった．
また輝度上昇が見られたものは有意に男児に多かっ
た．
図４では羊水輝度上昇が見られてから分娩に至った
日数をグラフにしたが，羊水輝度上昇が見られると
８２％は一週間以内に分娩になっていた．
図２ 同程度の輝度上昇
図３ 輝度上昇あり
表２ 胎児要因と輝度上昇
輝度上昇あり
（n＝３４）
輝度上昇なし
（n＝８０３）
p
羊水混濁 １ ６４ ０．３５５
分娩日数（日） ２７９ ２７４ ０．００２＊
出生体重（g） ３，１５７ ３，００８ ０．０２５＊
Apgar（１） ８．３２ ８．３１ ０．９８３
Apgar（５） ８．８８ ８．９１ ０．８４３
出血量（ml） ３７８ ３７０ ０．８７２
Acidosis（＜pH７．２） ３ ６８ ０．９９９
男児 ２５ ４０８ ０．００７＊
緊急 C／S １ ５２ ０．５１３
表１ 母体要因と輝度上昇
輝度上昇あり
（n＝３４）
輝度上昇なし
（n＝８０３）
p
飲酒 １ ２６ ０．９９９
喫煙 ０ ２５ ０．４２５
BMI（妊娠前） ２０．４ ２０．７ ０．４４３
BMI（分娩前） ２４．９ ２５．２ ０．６４４
体重増加（kg） １１．２ １１．０ ０．６６５
年齢（歳） ３０．９４ ２９．９１ ０．２２７
初産婦 １７ ４２９ ０．７２８
早産 ０ ３７ ０．２６２
図４ 妊娠週数と輝度上昇が見られてからの分娩日数
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考 察
羊水輝度上昇は以前より，多くは胎児が成熟するこ
とにより胎脂がはがれ，羊水中に胎脂が浮いているこ
とから認められると言われている２）．しかし羊水混濁
でも羊水輝度上昇が見られた症例も報告されてい
る４）．羊水混濁は胎盤機能不全や胎児機能不全などに
より胎児が子宮内で低酸素状態になると，腸蠕動の亢
進や肛門括約筋の弛緩が起こり羊水中で便をすること
によって起こる．近年超音波の精度も向上しておりよ
り羊水輝度上昇が観察されやすくなってきているこ
と，また分娩転帰についても検討している文献は少な
いため，当院における羊水輝度上昇と羊水混濁を含め
た分娩転帰について検討した．
今回の我々の検討では，妊娠満期においては羊水混
濁が認められなくても羊水輝度上昇が見られ，羊水輝
度上昇イコール羊水混濁ではなかった．また分娩転帰
にも影響していなかった．しかし実際に羊水混濁が
あった症例でも羊水輝度上昇が見られており，羊水輝
度上昇だけで羊水混濁を診断するのは困難と思われ
る．一般に羊水混濁がある場合は胎盤，胎児機能不全
が認められることが多く，これらを評価する方法はノ
ンストレステストや Biophysical Profile Score，超音
波検査による胎児発育や血流検査が有用と言われてお
り，少なくともこれらを追加して評価することが重要
と思われる．
また羊水輝度上昇が見られた症例は有意に男児が多
かった．同様の見解を示している文献は認められず，
また明らかな原因も不明である．胎児期の男女での胎
児尿組成の違いや胎脂の量に性差があるのかもしれな
い．
さらに今回羊水輝度上昇が見られてから一週間以内
に分娩に至っている症例が約８０％と多いことから，輝
度上昇は分娩に至るまでの胎内環境の変化の可能性が
考えられた．６５０nmでの吸光度が１を超えると輝度
も上昇し分娩に至り，新生児呼吸窮迫症候群の発症も
少なくなるという文献５）もあることから羊水輝度上昇
が児の成熟徴候及び分娩徴候である可能性も考えられ
る．しかし今回羊水輝度上昇は約４％にしか見られ
ず，文献でも約７％という報告２）もあり，羊水輝度上
昇が見られないまま分娩となっている症例の方が多
い．妊娠満期における妊婦健診は一週間毎であり，そ
の間に羊水輝度が上昇して分娩となっているのかもし
れず，見逃されている症例もあると思われるが，輝度
上昇のないまま分娩に至るのが正常なのかもしれない．
いずれにしても本研究にて羊水輝度上昇と分娩転帰
には関連はなく，また分娩徴候である可能性も見いだ
された．
今回は妊娠満期症例について検討したが，妊娠初期
や中期においても輝度上昇が見られた症例も報告２）さ
れており，今後は妊娠全期を通じての検討が必要であ
る．また羊水輝度上昇が羊水混濁であることを判別す
る方法や男児に多く見られた理由，分娩直前での羊水
輝度上昇の原因，羊水輝度上昇の有無で新生児予後と
の関連についても今後検討する必要があると考えられ
る．
おわりに
羊水の輝度上昇は必ずしも羊水混濁とは限らないこ
とが分かった．今後はさらに症例を増やし，羊水輝度
上昇の要因とその意味について探求する必要がある．
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Echogenic amniotic fluid in late-term pregnancy
Maki SHIBATA, Shirou BEKKU, Takako KAWAKITA,
Naoto YONETANI, Kenjiro USHIGOE, Kayo MYOGO, Hiroyasu INO
Division of Obstetrics and Gynecology, Tokushima Red Cross Hospital
Most cases of echogenic amniotic fluid in term were found to be associated with vernix, and some cases
were associated with meconium or blood. However, at present, there is no established method of treatment. In
this study, we examined the effect of echogenic amniotic fluid on gestation and pregnancy.
The study was carried out at Tokushima Red Cross Hospital between October ２００９ and October ２０１０. We
prospectively evaluated８３７ women with pregnancies at ＞３７ weeks of gestation.
The incidence of echogenic amniotic fluid at term gestation was found to be about ４％（３４／８３７）. There
were１ and６４ cases of meconium-stained amniotic fluid at delivery with and without echogenic amniotic fluid,
respectively. The difference was not significant. In addition, there were no significantly different factors of
mothers and pregnancy outcome. In this study, we found that ８２％ of babies were delivered within less than
a week after echogenic amniotic fluid was detected.
In conclusion, the presence of echogenic amniotic fluid is not associated with the pregnancy outcome in
term. We consider that the presence of echogenic amniotic fluid may be associated with the delivery process.
Key words : echogenic amniotic fluid, meconium, vernix
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